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参照 ページマークについて 

マークは、取扱説明書（本書）の参照ページを表して 
います。 
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本体前面 



[pT] 回線使用中ランプ 

回線使用中（緑） 

[6§]スタンバイ/受像ランプ 

スタンバイ（ホ）/受像（緑) 


[1^ リモコン受信窓 


スピーカー 


ま電源スイッチ 
(本体下面） 


※本機の「回線使用中」のランプび点なしている場合は、電話機をご使用にならないでください。 

本機からの通信び正しくでをないことびあります。 

•組 

操作ができなくなった場合は 

本体のを電源スイツチで電源を r 切」にし、スタンバイ/受像ランプび消灯してから再度、主電源スイツチを「入」にしてください。 


テレビを馨」ずる 
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部のなまえ（つづさ) 


本体側面 




B-CAS 
力-ド挿入 □ 



ビデオ2入力 j 


[2§] B-CAS 力ード挿入 □ 

B - CAS 力ードを挿入後、 

必要に応じてカノ（一をかぶせます。 


へッドホン端子 

市販品の5ニプラグのへッドホンを 
つなぐ端子です。 


[3^1 ビデオ2入力端子 


本体上面 



2 


2 


チャンネルアップ/ダウンボタン 


に i 白]音量ボタン 




チヤンネル 


ピ) © 0 © 0 (§) 


fn 町!電源ボタン 


№1放送/入力切換ボタン 
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本体後面 



工場調整用端テ 

(この端子には接続しないで下さい) 



D 4 映像 脑モノ)— 音声—佑） Hinmi 


コンポーネント入力端子 


回 

電話回線 


〇 




光デジタル地上デジタル BS / CS - IF 入力 
音声出力 入力 


[P 居]地上デジタルアンテナ端子 


岡ビデオ1入力端子 

它司 UHF/VHF 混合アンテナ端子 


◎ 

AC 入力 100 V 


[351 HDMI 映像-音声入力端子 




HDMI 映像•音芦入力 

> 



4 

1 . 1 




2 


BS / CS コンバーター 
電源0。5\//最大 4 W 



[P 乃光デジタル音芦出力端子 


[P ■罰電源コードコネクタ 巧 5] 電話回線接続端子 


[|§1 BS/CS-IF 入力端子 


n ンポ-ネント 

入力 J 


テレビを設置ずる 
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置と準備の進めかた 


重要 


本機の設置やアンテナエ事には技術と経験びお要ですので、販売店にご相談ください。 
(設置-準備費用については、お買上げの販売店にご相談ください。） 



ご自分で設置と準備をされるとさは、下記の順番で作業してください。 


VHF アンテナ UHF アンテナ 


争> 


110度 CS 対応 
BS デジタルアンテナ 



口。 


1 

1 

付属品を確認し、リモコンに電池をいれまず 

國 

2 

アンテナ線と本機を接続します [1 国 

3 

B-CAS 力ードを挿入します厘動國 

4 

電話回線を接続します屋国 

5 

お手持ちの機器を接続します酉] 

■ ビデオ、 DVD レコーダーなどの録画機器 [35] 

※本機にはモニター出力端子びあ0ませんので、本機から録画する 
ことはでをません。 

■ HDMI 出力対応の DVD レコーダーなど臣哥 
■ ビデオカメラ 

■ DVD プレーヤー巧司 
■ ゲーム機と接続 [ID 

■ デジタル音声入力端子付をオーディオ機器 [13 

■ CATV ホームタ ー5 ナル医固 

6 

電源プラグをつなぎます医！] 

7 

電話回線を設定します 

8 

お住まいの地域に合わせて受信設定をしまず 

國，國 

9 

ダウン□ー ド設定医!]をしまず 


地上デジタル放送を受信するには 


地上デジタル放送を受信ずるには、下記の要件びずべて整っていることび必要でず。 

1. 受信地点は、ずでに放送地域になっていまずか？ 

200日年12月から全国の都道府県庁所在地において地上デジタル放送び見日れるよ5になりました。その後、その受信可能エリアは 
順なお大される予定でず。地上デジタル放送の受信エ U アのめやすは、総務省またはお近<の地方総合通信局にお問い合わせ<ださい。 

2. UHF アンテナは、地上デジタル放送に対応していまずか？ 

UHF アンテナには全帯域型と帯域専用型びありますので、全帯域型または地上デジタル放送対応型をご使用<ださい。 

3. UHF アンテナは、地上デジタル放送の送信培の方向に向いていまずか？ 

現在お住まいの地域で、地上デジタル放送の送信塔び地上アナログ放送と同じち向の場合は、そのままの向さで地上デジタル放 
送を受信でさますび.送信塔のち向び違ラ場合は、アンテナの向さを地上デジタル放送の送信塔のち向に変更ずる必要びありまず。 

4. 地上デジタル放送受信機の入力信号は、所要の信号強度びありまずか？ 

地上デジタル放送は、現在のアナログ放送との混信を避けるために、当初は非常に小さな出力で放送されますので、受信エ U ア 
び限定されます。また、受信エ U ア内であってち、地おやビル陰などによって電波びさえざられる場合や電波の伝搬状況などに 
より、視聴でをない場合びあります。 

♦ケーブルテレビまたは共聴-集合住宅施設でご視聴のちは、ケーブル事業ちまたは共聴施設管理をにお問い合わせください。 
♦地上デジタル放送を受信ずるためには、最初に r 受信地域の設定 J 屋国の設定と r 受信チヤンネルのスキャン J 長国の操作が必要でず。 
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じ J モコンの取り扱い 


A ま意 

乾電池の使用上のごま意 

♦本機で指定されていない電池は使用しないでください。また、新しい電池とちい電池を混ぜて使用しないでくだ 
さい。電池の破裂、液をれにより、火災•けびの原因となることびありまず。 

♦電池を U モコン内に挿入ずる場合、極性表示プラス货とマイナス©の向さにミち意し、 U モコンの表示どおり正し 
く入れてください。まちびえまずと電池の破裂、あちれにより、けびや周囲を巧損ずる原因となることびありまず。 
♦付属の乾電池は保を状態により短時間で消耗ずることびありまず。その場合は新しい乾電池と交換してください。 


電池ぶたをはずす 

矢印のち向に押しなびら開けます。 





> U モコンは、本機の U モコン受信窓に向けて操作 
しよ9 〇 

>1」モコンは、それぞれの U モコン受信窓の正面か 
ら約已メートル、左30度、ち30度の範囲内で 
お使いください。 


リモコン受信窓 


圓 J 


お守り<ださい 


リモコンの使用上のご注意 

♦ U モコンを落とした0、衝撃を与えないで<ださい。 

♦ U モコンに水をかけたり、めれたちのの上に置かないでください。故障の原因になりまず。 

♦長時間ご使用にならない場合は、乾電池を1」モコンから取0出しておいて<ださい。 

♦ U モコンの操作びしにくくなつた場合は、乾電池を交換してください。 

♦ U モコン受信窓に直射日光などの強い光び当たると動作しなくなることびありまず。光び直接当たらないよラに 
テレビの向さを変えてください。 

♦電モレンジなどの加熱料理器に、 U モコン送信機-乾電池を入れて加熱しないでください。発熱により火災•故 
障の原因とな0まず。 


テレビを設置ずる 


25 






















































しアンテナと接続する 


A 注意 

アンテナエ事には、技術と経験び必要でずので、販売店にご相談ください。 


① アンテナの種類に応じ、下図の要領で UHF / VHF ミ居合アンテナ端テに接続してください。 

② 地上デジタル放送を受信するとをは、 UHF アンテナを使用します。 VHF アンテナでは受信でをません。また、現在お使いのア 
ンテナび UHF アンテナでち、調節や取り替えび必要な場合ちありますので、その際は、販売店にご相談ください。 

③ 本機の UHF / VHF ミ居合アンテナ端子への接続に巿販品の U / V 混合器やアンテナアダプターを使用する場合は、できるだけ本機 
より離して接続してください。 

④ UHF / VHF アンテナび独立のとをなど、ミ居合器の取り付けび必要な場合は、販売店にご相談ください。 

⑥ CATV ケーブルと接続するときは、伝送ち式や接続について詳しくは CATV 会社にお問い合わせください。 


UHF / VHF アンテナの接続 


UHF / VHF アンテナが混合のとき 


VHF アンテナ UHF アンテナ 



①アンテナ2分配器（市販品）の RF ケーブルを UHF / 
VHF ミ居合アンテナ端子と地上デジタル入力端テそれぞれ 
に接続する。 

③ U / V 混合器の出力またはお部屋のアンテナ端子とアンテ 
ナ2分配器（市販品）の IN 端子を同軸ケーブル線で接 
続する。 


BS ’ CS が混合のとき 柳： UHF/VHF/BS 湿合;け)) 



fis / cs コンパータ-| 

嗟10。机巧が wj 


①アンテナ2分配器（市販品）の RF ケーブルを UHF / 
VHF 混合アンテナ端子と地上デジタル入力端テそれぞれ 
に接続する。 

③ BS / UV 分波器の UV 出力とアンテナ2分配器（市販品） 
の IN 端テを同軸ケーブル線で接続する。 


お守りください 


アンテナ線接続時のごを意 

♦アンテナ線には、妨害の少ない同軸ケーブルの使用をおずずめしまず。 

(平行フィーダーを使用しますと受信状態び不安定となり、妨害電波を受けやずく、画面にしま模様び現れたりし 
ます。） 

♦やむを得ず平行フィーダーを使用ずる場合は、本機よりできるだけ離してください。 

♦室内アンテナを巧言電波を受けやずいので、お避けください。 

♦アンテナ線に巧して、電源コードや他の接続コード類をでさる限り離してください。 
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3] 巧端を加工ずる胃リングを通ず 


bmm6mm 


HE ? ク;品外被導体内側に差し 


j 込み、強く押し込む 


コネクター 


外被導体 


強<巧し込むコネクター 



外被導体をか側にする 


iij ングを コネクター 
の根元で 固定ず る 

I 」ング 


はみ出た 
巧被導体' 
を切る 



X 


きれいな映像をお楽しみいただくには、アンテナ線や各種ケーブル類の接続状態び非常に大切です。 


>アンテナ線は同軸ケーブルに F 形接をを接続 
して使巧ずることをおずずめしまず。 

同卽ケーブル（巿販品） 



F お接を（巿販品） 


>市販品の BS / UV 分波器-分配器はシー 
ルドタイプの使巧をおずずめしまず。 



〇 


プラスチックタイプ 金属シールドタイプ 
(巿販品） （巿販品） 


CATV には、 L ソ下のよラな地上デジタル放送の伝送方式びありまず。詳しくは、 CATV 会社にお問い合わせください。 


伝送方式 

本機の対応 

トフンスモジ ユレーシヨ ン方式 

UHF 帯の地上デジタル放送をケーブルテレビ局の電波に変換して伝送します。本機のア 
ンテナ端子に接続してち地上デジタル放送を受信でをません。 CATV のホームター5ナ 
ルと接続してください。（區国をご覧ください） 

同一周波数/ くススルー方式 

UHF 帯の地上デジタル放送を変換しないでそのまま伝送します。本機の UHF / VHF アン 
テナ端子に接続して地上デジタル放送を受信することがでをます。 

周波数変換パススルー方式 

UHF 帯の地上デジタル放送を CATV で伝送可能な別の周波数に変換して伝送します。本 
機の UHF / VHF アンテナ端子に接続して地上デジタル放送を受信することびでをます。 


CATV ケーブルと接続ずるときの地上デジタル放送受信について 


きれいな映像を楽しむために 


F お接栓（市販品）の接続 


テレビを馨」ずる 
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しアンテナと接続する（つづき) 


BS / CS アンテナの接続 


接続ずるときには安全のため、必ず本機の電源プラグをコンセントか5巧いてください。下記メッセージび表示される 
場合は、テレビの電源を切ってか5110度 CS 対応 BS デジタルアンテナを確認し、もう一度電源を入れてください。 
現まびなおらない場合は、「アンテナ電源設定」医日!を「オフ」に設定して、お買い上げの販売店にご相談ください。 



A 注意 

アンテナエ事には、技術と経験び必要ですので、販売店にご相談ください。 


己 S / CS アンテナ線の同軸 
ケーブルを F 形接栓（市販品) 
に接続ずる 

UHF 、 VHF 、 BS びミ居合されている 
とをには、 BS / UV 分波器（巿販品） 
び必要です。 [1^ 


^ F お接栓（市販品）を BS / 
こ CS - IF 入力端子に接続ずる 

BS / CS - IF 入力端子は、 BS コンバー 
ターからの信号を受けるための端テ 
です。また、この端子から BS コン 
バーターに DC +1已 V を供給します。 
BS アンテナ線を接続するとをにはお 
ずテレビの電源を切つてください。 


お守りください 


♦共聴受信等で視聴される（電源供給を必要としない）場合には、 r アンテナの設定を変更ずる」医国をご覧になって、 
アンテナ電源の設定を必ず「オフ」にしてご使用ください。 

♦アンテナを接続ずるとさは、安全のため、必ず本機の電源プラグをコンセントから巧いてください。 

• BS / CS - IF 入力端テに F 形接栓を接続ずるときは、手で緩まない程度に締めつけてください。締めつけずざると 
本機内部び破損ずる場合びありまず。 

アンテナ線の接続についてのごま意 

衛星放送を分配して他の機器で （ 衛星放送を）視聴する場合、分配器は必ず多端テタイプの電流通過形をご使用 < ださい。 
多端モタイプ電流通過おでない場合は、アンテナに供給している機器の電源を切ると、他の機器で衛星放送び受信 
でさな < なりまず。 


参アナログ CS 巧アンテナや従来のスカイパーフエク TV !用アンテナ （ JCSAT -3、」 CSAT -4 受信用）はご使用になれなせん。 
110度 CS デジタル放送を受信する場合は、110度 CS 対応 BS デジタルアンテナをご使用ください。 

参ブースターや分配器をご使用になる場合は、110度 CS 対応（周波数2,1己 OMHz 対応 lil 上）であることをご確認の上、ご使用 
ください。従来の BS 用で周波数帯域び],33已 MHz のちのや、 CS 対応でち対応周波数び1,89已 MHz などの2,1己 OMHz 未満 
のちのをご使用になった場合、 ] 10度 CS デジタル放送の一部ちしくはずべてのチヤンネルび受信でさない場合びあ0まず。 

参マンションなどの共同受信システムの場合で、110度 CS デジタル放送に対応していない場合は、110度 CS デジタル放送 
を受信でをません。 

参 BS アンテナを使用する場合は、 BS デジタル放送のみの受信び可能です。この場合、従来の BS アンテナのほとんどは使用 
でをますび、一部の BS アンテナでは性能の劣化や BS デジタル放送受信に必要な性能び確保されず、 BS デジタル放送を受 
信したとを、安定した受信びでさないとをびあります。このよ5なとをは、 BS アンテナ製造元のお客様窓□や、 BS アンテ 
ナを購入した販売店などにお問い合わせください。 


C ^ モつ 

BS / CS アンテナ線の接続についてのお願い 

• F 形接栓（市販品）をご使用ください。 

•アンテナのち向調整、設置についてはアンテナの取扱説明書をご覧いただ<か、お買い上げの販売店にご巧談<ださい。 

映りびよくないときには 

衛星放送の電波は微弱なため、受信するにはアンテナ、チューナーなどの正確な調整び必要です。ちし、時々映像や音声び出な 
くなったりするとをは販売店にご相談ください。また、雷雨や豪雨のよラな強い雨び降ったり、雪びアンテナに付着すると電波 
び弱くなり、一時的に画面や音声び止まったり、ひどい場合にはまったく受信でをないことびあります。これは、気象条件によ 
るもので、アンテナやチューナーの故障ではありません。 

V_ 
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I B - CAS カードを挿入する（重要） 

本機に付属の B-CAS 力ードは、本機の電源プラグを電源コンセントに接続しない状態で、下記 
の手順に従って挿入してください。 


B-CAS 力ードを挿入ずる 

絵柄表示び見える面を背面側にして、 B - CAS カード 
表面の矢印向をを巧入□へ合わせ、挿入び止まるまで 
ゆっくりと確実に差し込む。 

B-CAS 力ード 
挿入 □ 



付属の B - CAS 力ード挿入□カバーを 
必要に応じてお使いください。 


rr 


—、 


ネジ（細） 


B-CAS 力ードカバー 


B - CAS カードについて 


本機に付属の B - CAS 力ードには1枚ごとに違うま号旧- CAS 力ードま号）び付与され 
ています。 B - CAS カードま号はお客様の有料放送契約内容などを管理するために使われ 
ている大切な番号です。「(株）ビ ー. エス.コンデイシヨナルアクセスシステムズカス 
タマーセンター」への問い合わせの際にち必要となります。 

本機に付属の B - CAS カードの台紙の一部びユーヴー登録用はびきになっています。 
台紙に記載の文面をよ<お読みのラえ、ユーヴー登録はびをに化要事項をご記入-押印 
してポストに巧かんし、 B - CAS 力ードを必ず登録してください。（登録料は無料です。） 

■ B - CAS 力ードについてのお問い合わせ（紛失など） 

(株）ビーエス•コンデイシヨナルアクセスシステムズカスタマーセンター 
TE し： 〇已 70-000 -吕已0 




i 日0日0 0000 0000 0000日0日日; 

お^ 



に(集積回お） 


お守りください 


B - CAS カード取り扱い上の留意点 

• B - CAS カードを折り曲げたり、変形させないでください。 

• B - CAS カードの上に重いをのを置いたり踏みつけたりしないでください。 

• B - CAS カードに水をかけたり、めれた手でさわらないでください。 

• B - CAS 力ードのに（集積回路）部には手をふれないでください。 

• B - CAS カードの分解加工は行わないでください。 

• B - CAS 力ードは上記手順をご覧のうえ、本機前面の B - CAS 力ード挿入口に、奥まで正しく挿入してください。 
B - CAS カードを正しく挿入しないと、有料放送や一部のデータ放送を視聴ずることびできません。 

♦ご使用中に B - CAS カードの巧さ差しはしないでください。デジタル放送び視聴でさなくなる場合びありまず。 

B - CAS 力ードを巧くとき 

万一、抜く必要びあるときは、 本機の電源プラグを電源コンセントから抜いたあと 、ゆっくり B - CAS 力ードを 
抜いてください。 B - CAS 力ードにはに（集積回路）び組み込まれているため、画面に B - CAS 力ードに関ずるメッ 
セージび表示されたとさじ(外は、抜さ差しをしないでください。 


•泌时 A 


参本機専用の B - CAS カードし U 外のちのを挿入しないでください。故障や破損の原因となります。 

参裏向をや逆方向から挿入しないでください。挿入ち向を間違ラと B - CAS カードは機能しません。 

• WOWOW 、 スターチャンネルなどの有料サービスを受けるには、 B - CAS カードの登録のほかに個別の受信契約び化要にな 
ります。詳しくはそれぞれの有料放送を行5放送局のカスタマーセンターにお問い合わせください。 


テレビを設置ずる 
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i 電話回線と接続する _ 

本機は、モジュラージャック式のジャックから電話回線に直接接続できるようになってしなす。 

ご使用の電話回線コンセントびモジュラージャック式でない場合は、変換アダプターまたは工事び必要です。 


重要 


ホームテレフオンやビジネスフオンをご使用の場合は、販売店か NTT 営業所、または 
ち店にご相談ください。 



電話回線コンセントの種類をご確認ください 


電話回線コンセントは 
こんな形？ 



いいえ 


3 ピンプラグ式 



市販品の3ピンプラグ 
変換アダプターを 
お買い求めのラえ 
接続して < ださい。 



□-ゼット式 

9 

有資格者による工事が必要でず。 

お近くの NTT 営業所、または支店に 
ご相談 < ださい。 



•ケーブル電話などでは、うまく通信できないことびあります。詳しくは、ケーブル電話会社にお問い合わせください。 

•日局4おタイプの電話機の中で、 NTT 仕様に準拠していない機器は、ご使用になれません。 

•コードをはずすとさは、プラグを持ち、ツメを押しなびら抜いてください。また、プラグを差し込むとさは、「カチッ」と音 
びするまで押し込んでください。 

•公衆電話、共同電話、地域集団電話、自動車電話、携帯電話、 PHS、 船舶電話には接続でをません。 

•キャッチフォン契約されている場合は、本機の通信中に電話びかかってくるとエラーび生じ通信び終了します。 

•ファクシ5 U び接続されている場合は、ファクシミリの送受信中に本機び通信を行ラと、ファクシ5 U のデータび正しく送受 
信でをない場合びあります。 

•付属のモジュラー分配器を使用して、電話機などを接続している場合、本機び通信するとを電話機から呼出音びなる場合びあ 
ります。このよラな場合には、市販の自動転換器をご使用になることをおすすめします。 


30 










































































しお手持ちの機器と接続する 



HDMI 出力対応の DVD プレーヤー 闽 


※本機にはモニター出力端テびあ0ませんので、 
本機から録画ずることはでさません。 


接続時のごを意 

♦他の機器と組み合わせてご使用になるとさにはそれぞれの取扱説明書をよくお読みください。 

♦接続の際は各機器の電源を切ってから行ってください。電源を入れた状態で接続ずると、大さな音び出たり故障 
の原因となることびありまず。 

♦他の機器との接続時、入出力端テをまちびえて接続ずると、故障の原因になりまずのでごミ主意ください。 

♦接続する他の機器、接続コードおよびアンテナ線び、テレビの画面または画面の後面に配置されまずと、映像び 
ゆれたり巧言を受ける恐れびありまず。接続機器、接続コードおよびアンテナ線は上記の配置を避けてください。 
特にアンテナ線は、他の接続ケースレからもはなずように配置してください。 


システムアップに必要な接続コード（市販品） 


•映像-音声信号入出力接続コード 




主に Hi - Fi ビデオの映像-音声入出力端テとの接続に使用します。 

•映像-音声信号入出力接続コード 




主にモノラルビデオの映儘-音声入出力端子との接続に使用します。 

•映像信号入出力接続コード 


主にビデオの映像入出力端子との接続に使巧しまず。 

• HDMI ケーブル 


〇 


<3 


これ5と同等のコードび相手側の機器に付属している 
場合には、新し<購入される必要はありません。 


參音青信号入出力接続コード 






主に Hi - Fi ビデオの音黄入出力端テとの接続、ステレオ装置との接続に使用しまず。 

» D 端子ピンケーブル 


i ok 



DVD プレーヤーのコンポーネントビデオ出力との接続に使用しまず。 

• D 端子ケーブル 


£ 0K 


■Wo J 


D 端子対応機器や将来実用化予定のデジタル機器との接続に使用します。 
詳しくは、接続機器の取扱説明書をご覧<ださい。 


接続でさる機器 

(下記か5入力端子数に合わせて、 
お選びください。） 


お守りくださし、 


テレビを馨」ずる 
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しお手持ちの機器と接続する（つづさ) 


コンポーネント 
ビデオ出力端子 
のある場合 


映像•音青入力へ 




r 


0 


□ 


© 


地上デジタル BS / CS - IF 入力 
入力 +み- 


ビデオ/ DVD レコー 


ダ玄 


D 端子 

ピンケーブル 


日 S / CS コンパー ター 
電源0。5乂/最大 4 W 


»^圓■しを口雨— 


1111IV 





ビデオ、 DVD レコーダーなどの録画機器と接続する 


S 映像出力端子付のビデオをご使用のときは、 S 映像コードで接続されることをおずずめしまず。 
より良い画質でビデオを楽しめます。 


接続のご注意 


♦本機にはモニター出力端子びありませんので、本機から録画ずることはできません。 

♦接続時は必ず各機器の電源を切ってください。 

♦接続ケーブルのプラグは接続端テの奥までしっかりと差し込んで<ださい。不完全な接続は、画像や音声に 
ノイズや雑音の原因となりまず。（巿販の接続コードをご使用ください。） 

♦音声はそれぞれの音声端子 （L (左 ） R (ち)）に接続してください。 

♦接続をはずずとさは、ケーブルや電源コードを無理にひっぱらず、プラグの先を持って巧いてください。 

♦本機と接続している機器の距離び近ずざると、画像や音声び電波によって干渉を受けることびありまず。 

ノイズや雑音びでるとさは、お互いを十分に離してください。 



音岸入力へ 

※ビデオ / DVD レコーダーび D 端子映像出力の場合は、 

D 端モケーブル（市販品）をご使用ください。 



電話回線 ホデジタル 

音声出力 



コンポーネント 
ビデオ出力端子 
のあ急場合 



卿' な) 映像.音声出力へ音声出力へ 
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本機は、 HDMI または DVI 出力対応機器との接続びできまず。 


HDMI ケーブル佈販品） 




映像•言声出力 


HDMI 出力対応機器の場合 


•姐时 A 

•出力する機器側の信号切 D 換えや操作によ D 画面や音声にノ 
イズび入る場合びあ D ますび、故障ではありません。 

• HDMI 入力は、 U モコンまたは本体の入力切換ボタンで選択 
することびでをます。 


—ターなどと接続する 


HDMI 出力対応の DVD 


テレビを馨」ずる 
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DVD ビデオカメラ 



も 


ビデオカメラを操作ずる 




入力切換ボタンで「ビデオ2」を選択 
ずる 

画面に「ビデオ2」の表示び出ます。 


2 


ビデオ吕 


广メモ 

S 2 映像端モ について 

明るさの信号と色の信号を分けて送る信号用の端テです。 
S2 映像入力端子と映像入力端子び両方に接続されてい 
る場合は、 S2 映像び優先されます。 


しが手持ちの機器と接続する（つづさ) 


ビデオカメラと接続ずる 



映像•音声入力へ 
S 2 映像入力へ 
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DVD プレーヤーと接続ずる 


工場調整用端子 
(この靖子には巧巧しないで下さい) 


I 


コンポーネント 
ビデオ出力端子 
のある場合 


または 


《 DVD プレーヤーび D 端子映像出力の場合は、 D 端モケーブルをご使巧ください。 


入力切換ボタンで「コンポーネント」 
を選択ずる 


も 


〇 DVD プレーヤーを操作する 












111 



( S ) 


[面] 



因 

111111、 



た \ 

。〇| |〇 /〇〇〇。〇 

〇〇〇 

A 〇 C 

II II 

;(Q;rj_ 


DVD プレーヤー 



V , 


音芦出力へ し® な一 映像.音芦出力へ 





テレビを設置ずる 
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しお手持ちの機器と接続する（つづさ) 



B-CAS 
力-ド巧入 □ 

因 



S 映像 
出力端子付 
ゲーム 機 
の場合 



•泌时 a 

•本機とゲーム機などの再生のしかたについては「ビデオなど 
の映像を見る」臣国をご覧ください。 

•ビデオ入力端テに入力された映像-音声信号は、わずかに時 
間び遅れて画面表示-スピーカーに出力されます。 

入力された信号をデジタル処理しているために遅れび発生す 
るちので、故障ではありません。 

-ゲーム機のコント□ーラを使用される場合は、コント □- 
ラの操作に巧して、画面びわずかに遅れて表示されます。 

-カラオケ機器などをビデオ入力端子に接続した場合、カラ 
オケ機器本体のスピーカー音声に巧して、テレビのスピー 
カー音声びわずかに遅れて出力されます。 

•ゲームの種類•内容によっては、画面び欠ける場合びあります。 

•ライフルタイプやガン（銃）タイプのコントローラを使巧す 
るシューテイングゲームなどは、本機では使用でをないこと 
びあります。詳しくは、ゲームソフトおよびコント□-ラの 
取扱説明書をご覧ください。 


テレビゲーム本体とビデオ2入力端子 


1 

を接続する 

2 

入力切換ボタンで「ビ X 才2」を選ぶ 

も 

ビデオ2 



3 

ゲーム機を操作する 


ゲーム機と接続する 




映像. 

音声入力へ 
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デジタル音声入力端モ付きオーディオ機器と接続する 


本機の光デジタル音芦出力端子に、デジタル音声入力端子付さのオーディオ機器を接続ずること 
びでをます。 

また、本機は MPEG -2 AAC 方式で出力することもできるので、 AAC 方式巧応の才ーディオ機 
器にも接続できまず。「デジタル音芦出力を設定ずる」医!]をご覧ください。 


光ファイバーケーブル（巿販品） 



または AAC 方式対応のオーディオ機器 


•距时 A 


♦本機の光デジタル音声出力端テはフタでふさびっていまずび、ドアのよ5になっています。光ファ 
イバーケーブルのプラグ部を持って、そのままゆっくりと端テにまっすぐに差し込んでください。 

♦本機は、放送局側の音声ヴンプ U ング周波数に対応した光デジタル音声信号を出力しま 
す。このため、接続でをる機器は、ヴンプ U ングレートコンバーターを内蔵したアンプ 
や MD レコーダーなどに限定されます。 

•デジタルま組 （AAC) は音声切換ボタンを押してち、光デジタル音声出力の音声は変わ 
0ません。 

♦地上アナ□グ放送やビデオ入力、コンポーネント入力、 HDMI 入力をご覧になっている 
とをには、光デジタル音声は、ご利用になれません。 

•デジタルメニュー設定の接続機器設定にて PCM を選択すると、 PCM 固定出力に切り換 
无ることちでをます。 

• PCM に設定したままでは、接続機器では PCM 再生しかでをません。本機の初期設定 
は、 PCM 固定出力となっておりますので AAC でお楽しみいただくには、接続機器設定 
を PCM から AAC に切り換えてご使用ください。 


C メモ： ） 

AAC (Advanced Audio 
Coding ) について 

AAC とは、音声符号化の規格の 
—つです。 AAC は、 CD (コン 
パクトディスク）並の音質デー 
夕を約1/12にまで圧縮でさま 
す。また、已チヤンネル+ほ域 
強調チヤンネルのサラウンド音 
声やを言語放送を行5ことちで 
をます。 


テレビを馨」ずる 
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CATV の受信は、サービスが行われている地域のみ可能で、使用ずる機器ごとに CATV 会社と 
の受信契約び必要です。さ5にスクランブル放送（有料）はアダプター（ホームターミナル）が 
必要でず。詳しくは、 CATV 会社にご相談ください。 



CATV ケーブル 


CATV ホームター5 ナル 


または 








HDMI 映を•音声入力 





ビ 
入デ 

0QQ 

(S) 

’■1 

巧を饱モノ)一直青-脚 


i 

13 岐が ©> © 

750 

h 

心 J— ## 

Hzjmi 


CATV ケーブル 


CATV ホームター S ナル 



^■iDtWP ^ ■た 


田 


詳しくは CATV 
ホームター ミナ ルの 
取扱説明書をご覧< 
ださい。 


しが手持ちの機器と接続する（つづさ) 


CATV ホームターミナルと接続ずる 


映像•音声出力へ 

お亟远 
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し覃源プラグの接続について 


①電源コードのコネクタ側を本体の後面にある電源コードコネクタに差し込む 
③電源プラグをコンセントに差し込む 



A 警告 

指定の電源電圧でご使用<ださい。表おされた電源 
電圧!;!外で使用ずると、乂災•感電の原因となりまず。 


A 注意 

♦電源プラグをずぐに抜くことびできるように本機 
を据え付けてください。本機び異常や故障となつ 
たとき、電源プラグをコンセントに差し込んだま 
まにしてお<と火災-感電の原因となることびあ 
りまず。 

♦旅行な どで長期間、本機をご使用にな5ないとき 
は、安全のため必ず電源プラグをコンセントから 
抜いてください。 


テレビを設置ずる 
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じちえ付けについて 


輯倒防止について 


スタンドご使用時の転倒防止について 

本機は奥行さびルさいため、大さな地震等の際には倒れる場合びありまず。必ず転倒防止を行ってください。 



本機のスタンド部にある転倒防止用穴に転倒防止用バンド（付属品) 
をネジ（太）（付属品）で固定し、ちう一方を確実にち持でをる台、 
壁やななどにネジ（市販品）でしっかりと固定してください。 



転倒防止用巧 



A 注意 

本機は安定したところに据え付けてください。また、転倒防止の処置を行ってください。 
本機び転倒し、けびの原因となることびありまず。 


据え付けるとさのごま意 


本体の設置について 


♦本体の周囲は、放熱のための空間および回転時の空間を十分に確保してください。 



回転範囲を確保する場合は、空間を十分に 
あけて < ださい。 

目まは、2已 C m です。 



上部につをましては放熱性を 
高めるため、 30 c ml ； (上離 
してください。 



本体の向をを変える 


♦見やすい角度に合わせてお使いください。 




A ま意 

回転中に手や顔、物を近づけない。 

また、必要 LU 上の力で急激に回転させないで< ださい。 
(スタンドびずベって台か5はずれてしまう恐れび 
ありまず。） 
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設置するとさ 


移動するとさ 


♦ブラウン管タイプのテレビをスピーカー部に近づける 
と、ブラウン管テレビに色むらや画面揺れび発生ずる 
ことびありまずので離して使用してください。 


♦この商品は重量物でず。移動ずるとさは、二人作業で 
持ち運びしてください。 

♦持ち運びは、製品上側と製品下側の両端部を持つて製 
品を保持してください。 




RF ケーブル、ビデオコードなどを、ケーブルホルダーで固定してください。 




ノブを押しなびら 
ち印のち向に引< 


お守り<ださい 


アンテナ線、録画機器との接続コードを接続ずる際は、 
回転に支障のないよラに、付属のケーブルホルダーを 
使用し、図のよラに台の後方で束ねてください。 


テレビを謹ずる 


41 



















































































































u ちえ付けについて（つづき) 


据え付けるときのごま意 （ つづき） 


A ま意 

♦本機の据え付けには性能および安全性を維持ずるために必ず本体一体のスタンドをご使用ください。スタンドを 
使用せずに、別の取り付け強度び不足ずる部材を使用ずると、転倒したり落下して乂災-感電-けびの原因とな 
りまず。 

♦通風孔をふさびないよラに据え付けてください。 

通風孔をふさぐと熱びこち0、故障や乂災の原因となることびあ0まず。 


参 ラック、箱のよラな狭いところに入れないでください。 

参周囲の壁などから ]0 cm じ(上離してください(モニターを壁掛け設置ずる場合は除く）。但し、上部につさましては、 
30 cm じ(上離してください。 


A ま意 

電源プラグをすぐに抜くことびできるように本機を据え付けてください。 


本機び異常や故障となったとさ、電源プラグをコンセントに差し込んだままにしておくと火災-感電の原因となるこ 
とびありまず。 


A 注意 

壁に取り付ける場合は、必ず別売の専用の壁掛け金具を使用し、販売店にお問い合わせの上、指定の専門業者に 
依頼してください。専門業ち政外の人び壁掛け金具を使用して設置ずると、壁への取り付けびちろい場合に、本機 
び落下し、巧撲や骨折など大けびの原因となりまず。 
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